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テリオクロロフィル (Liac-890) と思われる成分 (POC- 17O ) と二種の非ヘム鉄蛋白質と思われる成
分 (POC+27S ， POC+60 ) についてポーラログラフィーによる研究を行なった。
ユピキノンー10 を SDS 溶液中に可溶化したとき，その還元反応は拡散により支配されていること
がわかったから，得られた限界電流値から拡散係数，みかけの粒子半径が計算され， SDS 濃度によ




ぞれ+50mV と -30mV であった。また，いずれのキノンについても電子移動数は 2 であったが，プロ




した状態で結合していると推察される。さらにこのユピキノン -10 と POC- 170 との聞の電子伝達が光
照射下の実験から考察された。
クロマトホアから非ヘム鉄蛋白質を精製することを SDSーセブアロース 6B法により試み， +270mV 
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の酸化還元電位をもっ非ヘム鉄蛋白質を得た。この非ヘム鉄蛋白質とクロマトホア中の POC+275 は同
一物質と考えられ， POC+275 の電子伝達系内での役割がコハク酸， NADH を基質としたときの POC+275
のポーラログラフ的挙動から推察された。この結果， POC+275 はユピキノンー10が還元された後に還







クロマトホア膜に結合した状態において，ユピキノン -10の pH7における E )1'は +50mV で，中性




ロドキノンを再結合させることによって，ロドキノンの pH7 での E)1' は約一30mV，中性附近の pHで、
の電子移動数は 2 ，プロトン移動数は 2 であることを見出した。
クロマトホアそのもの，むよび非ヘム鉄蛋白質の抽出標品を測定し，クロマトホア膜には E )1'= + 




反して， 2 種の非ヘム鉄はトリトン X-100 を添加しなければ電子授受を行いえない，などの事実に基
き，キノン，非ヘム鉄などのクロマトホア膜への結合部位に関する知見がえられた。
撰達夫君の研究は，従来の方法では測定が困難で、あった酸化還元成分の性質と役割の研究にポーラ
グラフィーが適用できることをしめすに止まらず，クロマトホア膜の電子伝達系の解析において重要
な知見をえており，したがって，理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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